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はじまりは，いつも雨1 .
　「どうしようもなくなったら“手の5番”でもいい
からさ」
　当時の事務局長だった和田さんにそう誘われ，さっ
そく上野のアメヨコに行った。どうせ下手くそなんだ
から，質より値段ということで，丸いやつやら，三角
のやつやら，平らなやつが揃って2万9,800円という
超コスパの高いゴルフセットを購入した。
　しかし，それまでゴルフなんてやったこともないく
せに，しかも球技が昔から苦手だったくせに，そもそ
もゴルフクラブの種類も知らないくせに（丸いとか三
角とか平らとかしか言いようがなかった。あ，前から
順番にウッド，アイアン，パターのことです，念のた
め），和田さんに誘われたゴルフの日は，ゴルフクラ
ブを買ってから約1カ月後。それは，いくらなんでも
無謀だよ，私……。
　そして，当日──。
　朝から雨がしとしと，ざあざあ。
　合羽を着てでもやるんだろうか。まあ，どうせ雨が

降ろうと槍が降ろうと，下手くそは下手くそだ。雨の
せいでスコアが悪くなるとかは関係ない（というか，
そもそも初めてのラウンドだ。良いも悪いも比べる対
象がない）。でも，雨は嫌だ。ぜったい，嫌！みんな
がやるって言っても，嫌だ嫌だと駄々をこねよう。
　そんな決意を持って行った集合場所。果たして，メ
ンバー各位の意見やいかに??
　「やりたくないよねぇ」
　「こんな天気だから，中止でいいんじゃないの？」
　「でも仕事には戻りたくないなぁ」
　「そりゃ，もちろん戻らないでしょ」
　「戻れないよ，もう飲んでるもん」
　「じゃあさ，偕楽園の梅を見に行こう」
　「さんせ〜い」
　満場一致でとっとと中止が決まり，協和エクシオの
川合さんの車で偕楽園を目指した。ドライバーの川合
さんはそっちのけで，車中は飲めや歌えやの大騒ぎ。
　「これはもう偕楽園で快楽園だね〜」
　おやじギャグ炸裂……。
　これがJSTTゴルフコンペ「ハネージュカップ」の
幻のゼロ回目の顛末だ。
　ちなみに，雨天延期となったおかげで私には練習期
間が余分に与えられたわけだが，大した意味はなかっ
た。その後に開かれた第1回ハネージュカップでの私
のスコアは「約202」。和田さんに期待されていた“手
の5番”は登場しなかったものの，たたきすぎて途中
で数えられなくなる大活躍ぶりであった。

朝から晩まで“色付きの水”2 .
　当時のハネージュを酒抜きに語ることはできない。
　ゴルフ場はいつも紫カントリーで，待ち合わせはい
つも野田市駅。その時点ですでに数名が“色付きの水”
を飲んでいる。平日開催&朝から飲み放題&ラウン
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ド中も飲み放題&昼も飲み放題&夜も飲み放題。そ
れがハネージュらしいコンペ風景だ。
　ある時のティーショットで，ブンッと猛烈にLSプ
ランニングの赤坂さんが空振り。それを見ていた和田
さんが，ブーッと猛烈に“色付きの水”を噴き出して
大爆笑。ラウンド後の懇親会でその話をしていたら，
今度は赤坂さんがブホーッと爆裂に“色付きの水”を
私に向かって噴き出したことがあった。嫌な顔くらい
しても許される行為だが，私も大爆笑。料理にも飛び
散ったが，みんな気にせず食べていた。なんともハネー
ジュらしいエピソードである。
　あの頃の主要メンバーは機関誌「No-Dig Today」
の編集小委員が中心で，前出の和田さん，川合さん，
赤坂さんのほか，石川さん（当時の専務理事），塩見
さん（ゼニス羽田），黒岩さん（日本メックス），川相
さん（推進協会），田中さん（当時は東京ガス），小田
さん（LSプランニング）などなど（漏れている人が
いたらごめんなさい!!）。
　社会的に地位の高い人も多いのに，朝から飲んだく
れてスコアがぼろぼろの人もいれば，飲んだ方がスコ
アが良い人，勝負のためにかたくなに飲まない負けん
気の強い子供みたいな人などなど，おっさん達のかわ
いらしい本音の一面を垣間見ることができたりもし
て，それはそれはいつでも楽しいラウンドだった。
　和田さんは誘った手前，はじめの頃こそ「約202」
の私の面倒をよく見てくれたが，腕を上げた私をライ
バル視するようになってからは放任主義になり，それ
以降は黒岩さんがコーチになってくれた。しかし，黒
岩さんは私と一緒の組になると決まってスコアがボロ
ボロだった（すみません）。
　なにはともあれ，どの組になってもいつも誰かが下
手くそを気にかけてくれていた。本当に楽しく優しい
おっさん達だ。

人間，猿，猿以下，そしてハネージュ3 .
　JSTT主催のイベントで，ヒューム管工場の見学会
に行ったことがある。会場となった会社の方が，おや
つを用意してくださっていて，なぜかそこにバナナが
あった。環境新聞の水ビジネス担当の記者として同行
していた私は「誰がバナナなんか食うねん」と心の中
でツッコミを入れていたのだが，和田さんは真っ先に

食べていた。「うわっ，食べる人おるやん」と思いな
がら和田さんの手元に注目。さて，どうやってバナナ
をむくのか。わくわく。
　左手でバナナをつかみ，皮を右手で上から下に1回
むき，2回むきむき，3回むきむきむき。その時点で
裸同然にむき出しになったバナナの実を，ぱくり。も
ぐもぐ。
　「ふっ。猿やな」とバカにする私。
　「なぁにが猿なんだよぉ」と不満そうな和田さん。
　「人間は4回でバナナをむくのです。3回でむくのは
猿なんです。ふっ。私が見本を見せてあげよう。むき
むきむきむき。これが人間のバナナです」
　そこへ，毎朝バナナを食べるという塩見さんが登場。
ニヤニヤしながら和田さんとアイコンタクトを交わし
た私は，
　「塩見さんってバナナが好きなんでしたよね。とっ
てきてあげますよ。はい，どうぞ」
　「さきちゃん，優しいなぁ。ありがとう」
　さて，どうやってバナナを向くのか。わくわくわく
わく。
　むきむき……。ぱくり……。
　え，まさか。2回むき？
　その場が凍り付く。そして大爆笑。
　「塩見さん，猿以下〜」と涙を流すほど大笑いしな
がら，大いに馬鹿にする私。
　「そういえばこの間，日本提案の規格として痛みの
単位が設定されたことも知らないでしょ？」とさらに
馬鹿にする私。

写真−2　ラウンド終了後もビールがおいしい（前列右端が筆者）
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　「そんなのあるの？知らない。何？」と塩見さん。
　「長さ1cmの鼻毛を鉛直下方向に1ニュートンの力
でひっぱった時の痛みが1ハナゲなんですよ」
　「えーそうなの？」
　「そうそう。有名ですよ。知りません？」
　和田さんや小田さんまでもが，私の知識に驚いてい
る。「ふっふっふっ。騙されてるよ，このおっさん達」
と心の中で笑う私。しばらくだましたまんまにしーと
こーっと。
　と思ったものの，さすがに怪しまれて数分後には大
ウソだったことがばれ，「じゃあ足の小指をタンスに
ぶつけた時の痛みは1メガハナゲだ」「出産の痛みは，
もうギガいっちゃいますよね」などと適当な計測をし

て大いに盛り上がった。
　この時の楽しかった記憶を忘れないようにしようと
いうことで，ハネージュというコンペの名称が決まっ
たのである。
　「ハネージュ =HANAGE」
　HANAGE（ハナゲ）と書いて，ハネージュと読む。
その名称にバナナは何の関係もないのだが，いまだに
ハネージュの名前の由来を語る時には，バナナとハナ
ゲは切り離せない。そして，みんなの湧き出るばかり
の笑顔もセットで思い出されるのである。
　あの頃も今も，ハネージュは人と笑顔をつないでく
れた。そして，これからも……。


